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古
屋
城
跡
広
場
開
城
記
念
企
画
展  

開
催
報
告 

物
井
の
歴
史
展 

～
遥
か
な
る
下
総
国
物
部
郷
～  

 

平
成
30
年
3
月
20
日
か
ら
3
月
26
日
（
21
日
の
み
半

日
開
館
）、
古
屋
城
跡
広
場
の
開
城
（
開
設
）
記
念
と
し
て
、

「
物
井
の
歴
史
展 

～
遥
か
な
る
下
総
国
物
部
郷
～
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
展
は
物
井
区
が
主
と
な
っ
て
企
画
、
寺
院
本
堂
を
展

示
会
場
に
す
る
と
い
う
国
内
に
お
い
て
も
類
を
見
な
い
斬

新
な
方
法
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
様

の
声
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
歴
史
展
で
す
。 

原
始
・
古
代
か
ら
中
近
世
ま
で
の
考
古
資
料
、
地
域
秘

蔵
の
市
指
定
文
化
財
・
仏
教
美
術
品
な
ど
を
期
間
限
定
公

開
（
初
公
開
多
数
）、
物
井
地
区
の
歴
史
的
魅
力
を
存
分
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
ま
だ
ま
だ

未
公
開
の
遺
物
・
秘
宝
が
日
の
目
を
見
ず
眠
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
四
街
道
市
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

の
全
面
的
協
力
を
得
て
会
場
設
営
、
展
示
品
解
説
も
行
い
、

六
日
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
二
六
名
（
文
化
財
散
歩
参
加

者
含
）
の
方
々
に
ご
来
観
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
中
、
終

了
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

会
場
：
霊
嶽
山
円
福
寺
本
堂 

主
催
：
物
井
区
会 

 
 

共
催
：
四
街
道
市
教
育
委
員
会 

協
力
：
史
料
所
蔵
者
の
皆
様 

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
・
他 

                              

ホームページでさらに詳しい資料を紹介しています⇒ 

歴史資料等の調査も募集中です 

 

中央上）原始エリア 

（旧石器・縄文・弥生・古墳） 

 

左下）中近世エリア 

（平安鎌倉・室町・戦国・江戸） 

（
宝
田
小
川
家
千
葉
系
図
よ
り
） 

会場の様子 
 

 

右下）古代エリア 

（奈良・平安） 
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よ
つ
か
い
ど
う
社
寺
紀
行
① 

市
有
形
文
化
財
指
定
三
五
周
年
特
集 

（
も
の
い
お
や
ま
の
ふ
ど
う
ど
う
） 

物
井
御
山
の
不
動
堂 

※
物
井
の
歴
史
展
パ
ネ
ル
資
料
・
文
化
財
散
歩
配
布
の
改
訂
版 

 

物
井
御
山
の
不
動
堂
と
は
、
物
井
地
区
字
御
山
（
千

代
田
公
民
館
一
帯
域
）
の
菩
提
山
弘
覚
院
金
剛
寺
（
ぼ

だ
い
ざ
ん
こ
う
か
く
い
ん
こ
ん
ご
う
じ
・
以
下
、
金
剛

寺
）
の
一
堂
宇
と
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
内
お
堂
の
一

つ
で
す
。
文
政
期
の
一
八
一
七
年
前
後
に
現
在
の
不
動

堂
を
再
建
、
今
か
ら
三
五
年
前
の
昭
和
五
八
年
に
四
街

道
市
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

開
山
当
初
は
真
言
宗
智
山
派
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
後
に
豊
山
派
へ
転
派
。
江
戸
時
代
は
檀
家
を

持
た
な
い
祈
願
寺
、
修
験
の
場
と
し
て
、
ま
た
栃
木
県

の
仏
手
山
金
剛
王
院
鶏
足
寺
末
寺
で
し
た
。 

こ
の
不
動
堂
に
は
、
当
時
秘
仏
で
あ
っ
た
不
動
三
尊

像
（
不
動
明
王
・
矜
羯
羅
童
子
・
制
吒
迦
童
子
）
が
現

在
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
門
徒
に
は
近
隣
の
正
福
寺
（
長

岡
）
、
宝
性
寺
（
佐
倉
市
大
篠
塚
）
が
あ
り
ま
し
た
（
櫻

井
家
文
書
二
〇
一
番
）
。 

法
脈
（
金
剛
寺
僧
侶
の
系
図
・
櫻
井
家
文
書
二
三
一

番
）
か
ら
は
、
金
剛
寺
、
臼
井
台
実
蔵
院
、
物
井
円
福

寺
各
僧
侶
の
深
い
関
わ
り
や
、
法
統
か
ら
真
言
宗
醍
醐

派
・
高
野
山
真
言
宗
の
流
れ
が
窺
え
ま
す
。 

金
剛
寺
は
、
こ
れ
ま
で
室
町
時
代
中
後
期
（
一
四
五

五
～
一
四
八
六
年
頃
・
戦
国
時
代
初
期
）
に
真
言
密
教

の
道
場
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
日
色
義
忠
『
四
街
道
市
の
文
化
財 

第
二
二
号
』
）
。 

創
建
年
代
を
推
定
で
き
る
現
時
点
で
唯
一
の
史
料
と

し
て
は
、
戦
国
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
千
葉
家
記
録
書

『
千
学
集
抄
』
の
中
で
「
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年
乙

丑
十
一
月
十
五
日
、
昌
胤
御
元
服
に
つ
き
」
の
項
に
お

い
て
、
千
葉
妙
見
宮
（
現
千
葉
神
社
）
で
行
わ
れ
た
千

葉
家
当
主
「
千
葉
介
勝
胤
」
の
嫡
男
「
昌
胤
」
元
服
式

の
際
、
参
列
し
た
重
臣
層
の
中
に
「
金
剛
寺
少
弼
（
し

ょ
う
ひ
つ
）
」
と
い
う
人
物
が
列
し
て
お
り
、
こ
の
少
弼

は
金
剛
寺
僧
侶
で
あ
る
と
酒
々
井
町
文
化
財
審
議
会
々

長
の
高
橋
健
一
氏
に
よ
っ
て
研
究
発
表
さ
れ
、
そ
の
後

の
研
究
で
当
寺
侍
・
補
佐
官
と
も
考
察
さ
れ
ま
し
た
。 

年
代
か
ら
千
葉
介
先
代
の
孝
胤
と
次
代
勝
胤
の
佐
倉

千
葉
家
若
し
く
は
臼
井
家
の
重
臣
、
且
つ
千
葉
御
一
家

の
物
井
古
屋
城
々
主
物
井
氏
な
ど
に
深
く
関
係
す
る
寺

院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

金
剛
寺
の
規
模
は
一
間
＝
約
一
・
八
ｍ
で
換
算
し
て

「
境
内 

東
西
六
二
間
（
一
一
二
ｍ
） 

南
北
一
二
〇
間

（
二
一
六
ｍ
）
、
客
殿 

表
六
間
半
（
一
二
ｍ
） 

裏
六
間

半
（
一
〇
ｍ
）
、
庫
裡 

表
六
間
（
一
三
ｍ
） 

裏
三
間
（
五
・

五
ｍ
）
、
不
動
堂
三
間
四
面
（
六
ｍ
）
、
羽
黒
大
権
現 

表

三
間
（
五
・
五
ｍ
） 

宮 

裏
二
間
（
三
・
八
ｍ
） 

熊

野
大
権
現
」
と
あ
り
、
現
お
や
ま
つ
き
み
公
園
周
辺
～

不
動
堂
～
千
代
田
公
民
館
周
辺
ま
で
広
大
な
敷
地
を
誇

っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
（
櫻
井
家
文
書
一
八
七
番
）
。 

同
文
書
か
ら
は
大
破
し
た
金
剛
寺
の
修
復
費
用
工
面

の
た
め
、
物
井
村
が
操
り
芝
居
の
開
催
許
可
を
奉
行
所

右）昭和 40 年代 

赤いトタン屋根時

代の不動堂。昭和 32

年以前は茅葺屋根、

御堂全体が真紅色

でした。成田山が不

動堂の購入を申出

るほどであったそ

うです。 

制吒迦童子立像 
（桃山時代・市指定） 

矜羯羅童子立像 
（桃山時代・市指定） 

左）文化文政時代彫刻師の見事な技術 

 

右）金剛寺 

   護符版木 
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へ
願
い
出
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
す
。 

そ
し
て
金
剛
寺
境
内
に
繁
る
「
熊
笹
」
は
、
か
つ
て

佐
倉
城
下
町
名
物
『
笹
飴
』
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
『
よ
つ
か
ど
第
一
二
号
』
）
。 

 

現
不
動
堂
の
建
築
形
式
は
方
三
間
の
単
層
入
母
屋
造

り
で
、
再
建
築
時
期
は
建
築
様
式
や
境
内
石
造
物
の
刻

銘
等
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
年
間
一
八
一
七
年

前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
老
虹
梁
（
え
び
こ
う

り
ょ
う
）
や
桁
隠
し
（
け
た
か
く
し
）
に
取
り
付
け
ら

れ
た
彫
刻
な
ど
そ
の
芸
術
性
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
加
え
、
鏡
天
井
に
は
右
よ
り
音
楽
飛
天
（
天

女
・
右
側
）
、
飛
龍
（
中
央
）
、
散
華
飛
天
（
天
女
・
左

側
）
が
描
か
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
禅
宗
様
建
築
に
現

れ
る
彩
色
画
は
、
不
動
堂
が
市
内
唯
一
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
天
女
像
は
千
代
田
公
民
館
ホ
ー
ル
の

ど
ん
帳
刺
し
ゅ
う
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
参
道
下
の
不
動
谷
（
ふ
ど
う
や
つ
）
は
全
て

宅
地
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
「
中
ノ
久
喜
の
道

祖
神
（
じ
ゅ
う
ろ
う
ぜ
む
の
道
祖
神
）
」
辺
り
が
不
動
谷

の
地
表
部
分
で
し
た
。
そ
し
て
稲
荷
塚
の
高
台
と
不
動

堂
の
間
の
支
谷
で
不
動
堂
の
平
坦
地
と
の
比
高
は
一
六

ｍ
余
、
住
宅
用
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
六
階
程
度
に
相
当
し
、

参
道
下
か
ら
不
動
堂
を
望
む
と
「
深
山
幽
谷
の
趣
き
」

と
語
り
継
が
れ
た
話
は
容
易
に
う
な
ず
け
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
境
内
に
は
、
三
躯
の
石
仏
（
現
仮
堂
）
や

石
造
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
仏
は
権
現
堂
に
隣
接
し
て

祀
ら
れ
て
い
た
石
造
大
日
如
来
坐
像
、
石
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、
火
防
守
護
の
石
造
秋
葉
権
現
立
像
で
、
金
剛

寺
廃
寺
後
、
天
照
皇
大
神
社
へ
合
祀
さ
れ
、
地
域
の
想

い
に
よ
り
再
び
不
動
堂
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

～
御
山
繁
盛
記
～ 

（
平
成
三
〇
年
版
） 

徳
川
政
権
と
な
っ
た
江
戸
時
代
の
寛
永
一
七
（
一
六

四
〇
）
年
に
、
金
剛
寺
を
別
当
と
す
る
出
羽
三
山
権
現

堂
が
開
山
建
立
さ
れ
、
周
辺
一
帯
（
現
千
代
田
公
民
館
）

を
権
現
森
（
大
竹
藪
）
と
呼
ん
だ
。 

こ
の
時
、
建
立
記
念
と
し
て
創
ら
れ
た
の
が
寛
永
一

七
年
七
月
大
吉
日
の
下
総
国
臼
井
庄
内
物
部
村
金
剛
寺

刻
銘
①
「
（
仮
称
）
出
羽
三
山
権
現
金
銅
製
棟
札
」
と
同
年

月
日
・
弘
覚
院
照
慶
刻
銘
②
「
両
界
万
陀
佛
神
三
宝
（
出

羽
三
山
権
現
神
器
）
」
で
あ
る
。
こ
の
棟
札
に
は
八
代
祖

師
（
龍
猛
～
空
海
）
、
そ
の
下
に
は
「
照
盛
（
未
詳
・
照

慶
師
父
か
）
」
、
そ
し
て
江
戸
幕
府
京
都
所
司
代
で
足
利

氏
一
族
の
板
倉
周
防
守
を
筆
頭
に
錚
々
た
る
有
力
者
、

一
族
、
物
部
村
の
人
々
の
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。 

県
内
に
お
け
る
出
羽
三
山
金
石
文
と
し
て
は
、
現
時

点
で
市
原
市
青
柳
台
の
「
湯
殿
山
大
権
現
塔
（
寛
永
七

年
建
立
）
」
に
次
ぎ
二
番
目
に
古
い
。 

こ
の
棟
札
①
に
出
羽
三
山
権
現
開
山
・
願
主
と
し
て

刻
銘
さ
れ
て
い
る
「
照
慶
・
照
覚
」
で
あ
る
が
、
照
慶

は
同
時
代
の
成
田
山
金
剛
王
院
神
護
新
勝
寺
の
中
興
以

前
先
師
「
照
慶
」
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
（
『
成
田
山

史
』
）
、
照
覚
は
照
慶
高
弟
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
中

期
の
金
剛
寺
僧
侶
に
は
「
照
尊
」
な
ど
法
名
に
「
照
」

の
使
用
が
見
受
け
ら
れ
、「
照
」
を
通
字
と
す
る
成
田
山

僧
侶
の
影
響
が
強
く
窺
え
る
。 

近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
金
剛
寺
権
現
堂
を

中
心
に
出
羽
三
山
信
仰
が
周
辺
の
臼
井
筋
の
村
々
へ
普

及
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
田
中
征
志
『
房

総
の
石
仏 

第
二
五
号
）
。 

こ
れ
が
「
成
田
の
お
不
動
様
に
負
け
ず
劣
ら
ず
栄
え

た
」
と
い
う
言
い
伝
え
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

 
 

開
山
か
ら
二
二
〇
年
後
の
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年

六
月
、
湯
殿
山
大
日
如
来
・
月
山
羽
黒
両
大
権
現
・
地

主
飯
綱
大
権
現
の
一
大
供
養
が
金
剛
寺
に
て
盛
大
に
行

わ
れ
、
近
郷
近
在
の
七
八
ヶ
村
か
ら
奥
州
参
り
の
代
参

と
し
て
六
九
〇
人
も
の
参
拝
者
が
参
集
、
物
井
村
の

人
々
は
行
人
用
「
御
神
酒
弁
当
（
赤
飯
・
煮
し
め
・
氷

蒟
蒻
・
ひ
じ
き
・
切
干
類
）
」
の
仕
出
し
、
宿
場
、
警
護
、

水
番
、
境
内
各
案
内
係
な
ど
村
中
を
挙
げ
て
接
待
し
た
。 

翌
年
の
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
六
月
に
も
同
供
養
が

行
な
わ
れ
て
い
る
（
櫻
井
家
文
書
「
権
現
山
池
払
之
記
」
）
。 

当
時
、
権
現
堂
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
が
、
開
帳
の

際
、
入
り
口
に
て
「
空
海
」
と
い
う
札
を
渡
す
と
参
詣

で
き
た
と
い
う
（
『
古
今
佐
倉
真
砂
子
』
）
。 

ま
た
、
円
福
寺
所
蔵
の
金
剛
寺
版
木
「
入
佛
供
養 

物

井
里 

不
動
尊
開
帳
仏
餉
（
ぶ
っ
し
ょ
う
）
」
か
ら
、
秘

仏
と
さ
れ
て
い
た
不
動
明
王
の
御
開
帳
が
、
不
動
堂
の

縁
日
（
神
仏
の
降
誕
日
）
と
し
て
例
年
二
一
日
間
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
金
剛
寺
護
符
な
ど
、

金
剛
寺
の
繁
盛
ぶ
り
が
窺
え
る
多
く
の
版
木
が
円
福
寺

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

権
現
堂
前
に
は
、
秋
葉
権
現
鎮
火
の
湧
水
「
権
現
池
」

と
呼
ば
れ
る
池
が
か
つ
て
あ
り
、
も
ね
の
里
開
発
の
際
、
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中
央
の
「
中
ノ
島
」
に
建
立
さ
れ
て
い
た
六
角
堂
の
礎

石
が
不
動
堂
境
内
に
移
さ
れ
た
（
一
個
は
行
方
不
明
）
。

礎
石
に
は
「
弘
覚
院 

渡
辺
作
左
衛
門
」
の
刻
銘
が
あ
り
、

こ
の
「
渡
辺
作
左
衛
門
」
は
前
述
の
出
羽
三
山
権
現
金

銅
製
棟
札
に
も
刻
銘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
寺

の
有
力
信
徒
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
中
世
千
葉
家
・
臼

井
家
重
臣
の
「
渡
辺
氏
」
に
連
な
る
一
族
と
も
考
え
ら

れ
る
（
前
述
の
金
剛
寺
少
弼
末
裔
か
）
。 

そ
の
ほ
か
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
造
立
の
光
明
真

言
五
十
万
遍
読
誦
塔
（
「
臼
井
内
金
剛
寺
住
定
傳
」
の
刻

銘
・
市
指
定
文
化
財
）
、
燈
籠
（
住
職
「
興
純
」
代
造
立

の
刻
銘
・
文
化
文
政
年
間
の
僧
侶
）
、
宝
暦
八
（
一
七
五

八
）
年
の
手
洗
石
（
住
職
「
快
鑁
（
か
い
ば
ん
）
」
代
造

立
の
刻
銘
）
、
金
剛
寺
僧
侶
の
無
縫
塔
（
卵
塔
）
な
ど
、

御
神
木
に
囲
ま
れ
る
中
、
秘
か
に
金
剛
寺
の
歴
史
を
伝

え
て
い
る
。 

不
動
堂
の
左
側
に
は
奥
州
参
り
の
出
羽
三
山
供
養
塔

が
た
た
ず
ん
で
い
る
。
物
井
村
の
人
々
の
奥
州
参
り
は
、

文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
の
一
七
名
が
史
料
上
初
見
で

あ
る
。
碑
面
の
三
山
の
神
々
の
位
置
の
変
化
に
、
金
剛

寺
が
廃
仏
稀
釈
に
あ
っ
た
事
を
間
接
的
に
物
語
る
。 

金
剛
寺
に
僧
侶
が
無
住
と
な
っ
た
江
戸
時
代
末
期
に

は
、
円
福
寺
、
北
斗
山
妙
見
寺
（
現
千
葉
神
社
）
の
兼

帯
と
な
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
の
神
仏
分
離
令

や
廃
仏
稀
釈
の
波
の
中
で
廃
寺
と
な
っ
た
。
金
剛
寺
本

堂
・
庫
裏
は
売
買
・
移
設
さ
れ
、
後
に
廃
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
権
現
堂
は
大
日
神
社
と
し
て
存
続
、
大
正

元
（
一
九
一
二
）
年
一
二
月
に
は
天
照
皇
大
神
社
へ
合

祀
さ
れ
た
。
以
下
、
参
考
資
料
。 

 

◇
『
印
旛
郡
誌
』
（
大
正
二
年
）
「
無
格
社
大
日
神
社
」 

物
井
区
字
御
山
に
あ
り
大
日
霊
貴
命
を
祀
る
八
角
銅
方

一
尺
三
寸
高
三
尺
五
寸
に
し
て
境
内
六
百
二
十
九
坪
あ

り
岩
藤
秀
敏
社
掌
に
し
て
氏
子
八
十
三
人
管
轄
廳
ま
で

三
里
な
り
境
内
六
社
あ
り
左
の
如
し 

一
．
羽
黒
神
社 

稲
倉
魂
命
を
祭
る 

由
緒
不
詳 

石
祠
あ
り 

二
．
熊
野
神
社 

伊
弉
冉
尊 

伊
弉
諾
尊 

事
解
男
命
を 

祀
る
由
緒
不
詳
石
祠
な
り 

三
．
飯
綱
神
社 

稲
倉
魂
命
を
祀
る 

由
緒
不
詳 

 

石
祠
な
り 

四
．
月
山
神
社 

月
讀
命
を
祀
る 

由
緒
不
詳 

 

石
祠
な
り 

五
．
石
高
神
社 

倭
建
尊
を
祀
る 

由
緒
不
詳 

 

石
祠
な
り 

六
．
秋
葉
神
社 

河
具
突
智
尊
を
祀
る 

由
緒
不
詳 

 

方
一
間
の
組
合
祠
な
り 

 

《
神
社
明
細
帳
》 

 

◇
「
四
街
道
の
神
社
と
寺
院
」
『
よ
つ
か
ど
第
三
号
』 

「
無
格
社 

熊
野
大
神
（
中
略
）
由
緒 

不
詳
（
中
略
）
信
徒

一
人
」
（
神
社
明
細
帳
） 

※
こ
の
神
社
は
大
正
元
年
同
所
字
御
山
無
格
社
大
日
神
、

同
境
内
神
社
羽
黒
神
社
、
熊
野
神
社
、
飯
綱
神
社
、
月

山
神
社
、
石
高
神
社
、
秋
葉
神
社
（
以
上
、
金
剛
寺
権

現
堂
よ
り
）
、
同
所
字
新
田
無
格
社
香
取
神
社
、
同
所
字

松
葉
作
村
社
八
幡
神
社
、
同
所
字
馬
場
村
社
大
宮
神
社
、

同
所
字
郷
村
社
朝
日
神
社
を
合
祀
し
、
村
社
天
照
皇
太

神
社
と
改
称
す
る 

 

そ
し
て
現
在
も
不
動
堂
は
天
照
皇
大
神
社
氏
子
に
よ

っ
て
護
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 （
御
山
繁
盛
記 

終
） 

文
責
：
市
史
編
さ
ん
室 

 

【
参
照
文
献
】 

櫻
井
家
文
書
『
四
街
道
市
史 

近
世
編 

資
料
集Ⅰ

』 

栗
原
東
洋
『
四
街
道
町
史 

各
論
社
寺
史
』
四
街
道
市 

相
川
日
出
雄
『
地
区
探
訪
』
四
街
道
市 

日
色
義
忠
「
廃
寺
金
剛
寺
の
調
査
報
告
」『
四
街
道
市
の
文
化

財 

第
二
二
号
』 

成
田
山
新
勝
寺
『
成
田
山
史
』 

田
中
征
志
「
物
井
不
動
堂
の
棟
札
と
金
石
文
」『
房
総
の
石
仏 

第
二
五
号
』 

黒
田
基
樹
「
戦
国
期
の
千
葉
氏
御
一
家
」『
千
葉
い
ま
む
か
し 

No

24
』 

外
山
信
司
「
戦
国
期
千
葉
氏
の
元
服
」『
中
世
東
国
の
政
治
構

造
』 

高
橋
健
一
「
四
街
道
市
の
近
世
」
期
成
会
講
演
資
料 

【
調
査
・
資
料
・
執
筆
協
力
】 

天
照
皇
大
神
社
役
員
、
霊
嶽
山
円
福
寺
、
小
川
和
夫
、
鈴
木

満
壽
男
、
中
野
照
男
、
小
岩
井
恭
文
、
小
山
美
知
子 

 

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
は
、 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

◎
お
問
合
せ 

社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室 

 
 

 
 

 
 

電
話
〇
四
三
‐
四
二
四
‐
八
九
三
四 


